
































Thinking about Music Appreciation and Expression Activity





















































































































































































































































































































































日本歌曲をどう思いましたか ％ ｎ ％ ｎ
1　きらい -        -           ns 1.27% 1           
2　あまり好きでない 7.50% 6           ns 11.39% 9           
3　好き 66.25% 53         ns 55.70% 44         
4　とても好き 21.25% 17         ns 22.78% 18         
5　大変好き 5.00% 4           * 8.86% 7           







％ ｎ ％ ｎ
1　興味がない 2.50% 2          ns 2.53% 2          
2　すこし興味がもてた 36.25% 29         ns 37.97% 30         
3　興味をもった 36.25% 29         ns 34.18% 27         
4　大変興味をもった 6.25% 5          ns 10.13% 8          
5　もっと聴きたい 18.75% 15         ns 15.19% 12         





































％ ｎ ％ ｎ
1　かわらない 1.25% 1           * 3.80% 3           
2　少しちがう 15% 12         ns 16.46% 13         
3　ちがう 11.25% 9           * 18.99% 15         
4　ずいぶんちがう 21.25% 17         ns 20.25% 16         
5　全然ちがう 51.25% 41         ns 40.51% 32         




























％ ｎ ％ ｎ
1　声やピアノの音色 41.83 64         ns 50.00 72         
2　曲想（曲の感じ） 30.71 47         ns 31.25 45         
3　言葉がわかりやすい 9.15 14         ns 6.25 9           
4　演奏からの発見や感じること 13.07 20         ns 8.33 12         
5　その他 5.23 8           * 4.13 6           




％ ｎ ％ ｎ
1　歌いたくない 5.00       4           ns 7.59       6           
2　少し歌いたい 45.00     36         * 53.16     42         
3　歌ってみたい 37.50     30         ** 18.99     15         
4　いろんな曲を歌いたい 12.50     10         * 20.25     16         



























％ ｎ ％ ｎ
1　歌いたくない 5.00       4           ns 6.33       5           
2　少し歌いたい 31.25     25         ns 36.71     29         
3　歌ってみたい 48.75     39         * 35.44     28         
4　いろんな曲を歌いたい 15.00     12         * 21.52     17         
80         79         
第5学年 第6学年
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している。好きではないが、多少の興味を感じたことが知見できる。
　また、質問１で「あまり好きでない」と答えた９名No.24/31/36/39/61/67/68/76/77の児童
に関して、質問２では「興味がもてた」が３名「少し興味が持てた」が６名回答している。退
屈な世界に思える日本の歌曲に少し心の動きが読み取れる。
　②鑑賞授業におけるライブ性について演奏媒体の違いを感じるか、またどのように違いを感
じとっているかについて：質問３では、違いを認識した児童数は５年生では、98.5％、６年生
では96.2％でCDの演奏とライブ演奏での違いの認識は大きいと知見できる。
　その内容は質問４において「声やピアノの音色」が、５年生80％、６年生では91.17％と最
も違いを感じる項目となっている。そして次の優位は「曲想」である。両学年60％近くの児童
が違いを認識している。「曲想」はその楽曲の解釈でもあり、音楽的な構成もそれに含まれる。
同じ曲を聴いた時の印象の違いを、言語化するのは難しいが、曲想によって楽曲の印象も随分
変化する。その違いを児童は感受したと判断する。その他の記述には「響き」「表情」「迫力」
という言葉があり、同じ空間を通した効果があったことが知見できる。
　③表現活動への関心・意欲について：鑑賞と表現活動を連続して行うことから、表現活動の
意欲・関心の変化について、第５学年95％、第６学年93.67％の児童が「歌いたい」という方
向性を示している。また他の国の曲を歌うということへの関心が如実に感じられたのが、質問
６である。日本の歌よりも、世界の歌への関心が高いことが、図５、図６のグラフの形からも
知見できる。日本の歌に関しては、「少し歌いたい」に頂点があるが、日本の歌以外の方は「歌っ
てみたい」の方向に頂点がある。このことから、児童は日本の歌というよりも、歌うこと全般
への関心が、高まっていることが検証できる。歌唱の技能への関心の高まりを授業の中で実感
することができた。
　授業内での質問コーナーでは、歌唱技術に関することが中心であった。１名のみ「山田耕筰
の作品数はどのくらいありますか」という質問があった。時間的に十分な時間がとれず、全体
で５名ほどの質問があった。５年生、６年生共通してあった質問は「どうすれば、歌が上手に
なりますか？」「高い音が出にくいのですが、どうすればいいですか？」という質問があった。
ここからも歌唱への関心は、歌う技能にあることが把握できる。
（４）自由記述について
　自由記述では、児童の率直な印象が多く感じられる。いくつかの自由記述を以下に記す。
第５学年　No.2「とても高い声を出して歌っていたので、とてもすごいなと思いました。また
歌声がとてもきれいだったので、びっくりしました。日本の歌曲に少し興味をもちました。私
も先生のようにきれいな歌声がだせるようになりたいです。」/No.11「私はこのようにきくの
は初めてでした。中略〜歌とピアノが曲に合わせてスピードや強さをかえていて上手でした。」
/No.16「ピアノをとてもきれいにひいていて、歌をうたってくれた人は、とても口があいてい
て響きがありとりはだがたちました。CDと全然ちがっていてよかったです。日本の曲にはあ
まりきょうみがなかったけどきょうみをもちました。」/No.29「シューベルト作曲の鱒の漁師
が盗人に変わっているところ、また歌の強弱がとてもわかりやすくて、３番の「だまされた魚
をじっとみていた」というところはたすけたくてもたすけられなかったというふうに感じまし
た。歌のかしもはっきり聞こえてとてつもなく勉強になりました。」/No.35「歌っているとき
の表情がとても大きくて、きいているがわに、すごく、良い印象をあたえてくれました。表現
の仕方も、すごく勉強になりました。」/No.44「先生のうた声のたかさやこのこえのたいきゅ
う力がすごいと思いました。いろいろな歌のとくちょうをしりつくしていてすごいと思いまし
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た。ピアノのえんそうもすごかったです。どくしょうなのにすごいとおもいました。」/No.56
「ピアノの方のひきかたがとても上手でびっくりしました。歌で高音のところがきれいですご
くはくりょくがありました。また聞きたいです。」/No.79「声がすごくきれいでした。なめら
かにうたっていてすごいとおもいました。ピアノの人も感情をだしながらひいていて気持ちが
伝わってきました。」
第６学年　No4.「CDより生できいた方が言葉の意味とかつたわりやすいし音の高い所低い所
がわかりやすく全体的にわかりやすかった/No.19今まで聴いたことのない歌い方や声。とても
きれい。高い。」/No.25「私は最初、日本の歌はすごく難しくて、あまり興味がないなと思っ
ていたけれど、お話や、演奏をきいて、日本の歌はすごくききやすくて、興味をもちました。
滝廉太郎の曲も、いいなと思って、興味をもてたのでよかったです。」No.37「高音がきれいで
とても響く声だと思った。どうやったら出せるのだろうかが不思議だ。」/No.45「日本の曲は
アーティストの曲や外国の曲とは全然違い、日本の和の感じ特有の独特な良さがあり日本の曲
も歌ってみたいなと思いました。」/No.53「生の演奏は初めてきいたので、とてもいい経験に
なりました。CDではわからない、ひびきやはく力を感じました。」/No.69「今日、生の歌を聞
いてみて表顔、や歌声にはくりょくがあって自分もあんな声でうたってみたいなと思いました。
声がとても高くてきれいでした。」/No.71「今日生で聞いておなかから声をだしているところ
などがよくわかり、ソプラノの方の声を聞いてCDで聞くよりとてもきれいでした。１つ１つ
の曲が生きているみたいでとても感動しました。」
　上に示したのは、一部であるが、自由記述から児童の率直な感想を知ることができる。アン
ケートの始めの質問「日本歌曲をどう思いますか」で②「あまり好きでない」と答えた児童の
自由記述についても、全体を通して肯定的な感想が記述されている。以下に一部を記す。
第５学年No.19「声が高い、ピアノ演奏も歌い方もきれいでよかった。また聞きたい。」No.20
「CDやDVDではソプラノ・メゾソプラノ・アルトなどの高さや低さがわかりにくかったけれ
ど、生演奏で生で歌声をきくとすごくわかりやすくてびっくりしました」No.40「待ちぼうけ
は歌い手によって、歌い方がいろいろ変わることにおどろきました」
第６学年No.24「もっといろんな歌曲をきいてみたいと思います。生できいたらCDとはちがっ
てはく力などがあってもっとききたいと思いました。」No.31「CDより生で、きくほうが、声
や曲想がちがうと思いました。日本の歌曲は、まったくしらないのばっかだけど、だいたいじょ
うけいがわかったのでとてもよかったと思いました。」以上は一部である。
　自由記述からも、日本歌曲に好感をもった児童、好感をもっていない児童にも、この鑑賞授
業が出会いにおいて有効であったことが読み取れる。児童は様々な聴き方をしており、そこに
は各々の発見と出会いがある。それは、音色・響き・曲想・音楽・日本歌曲の良さ表現活動の
多様性でもあり、感受した事柄を自分自身の学びの一部として、自己との比較も行っている。
通常の音楽の授業であると同時に、非日常の体験であった。日本歌曲や歌うこと、または声楽
というものに対する先入観も含めて生演奏というのは、有効な体験となったことが検知できる。
４．考察
　鑑賞と表現活動の関連性について、小学校での実践を通して検証を試みた。今回の実践から
児童の心に何らかの変化があったことが検知できた。それは、日本の歌という認識や歌唱・歌
うことの価値観の変化であると思われる。日本歌曲は身近にあるだけに、退屈なものというイ
メージが否めない。そうしたこれまでの認識や経験で形作られたイメージを変化させ、その世
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界を許容・理解するという上において、生の演奏を聴くことは有効であったことがわかる。日
本歌曲の理解と親しみ・表現活動への関心・意欲は、児童の世界観を広げる一つのきっかけと
なったと考える。音楽を鑑賞することによって、聴く主体が、心理的な変化、変容を認める可
能性があるということである。声楽的な歌唱についても発声や声の響きを同じ空間で体験する
ことで、歌唱表現活動への興味と積極的な意欲を授業の中でも把握することができた。授業の
録音においては、生き生きと声を出して歌う児童の歌唱が録音されている。ここで重要なこと
は、個々が自己を通して、歌唱・表現活動を捉えたことにある。アンケートの自由記述にもあっ
た「自分は…であるが」「高い音がでないけど…どうすれば」という疑問において、自己との
比較が行われている点が重要である。連続して行う授業では、気持ちや緊張感の持続性が高く
なる。そうした効果として、発声の為の体操にも積極的な取り組みが見られた。非日常である
指導という点においても、主体的な姿勢を導きだせたと推測できる。生演奏による鑑賞授業は
日本歌曲の良さを感受し、歌唱の表現活動への興味関心を高めることに関して効果があったと
考える。
　また鑑賞授業におけるライブ性について、CDを用いた録音媒体
との比較において、殆どの児童が違いを認識している。その内容に
ついては音色、声の質等、音そのものの印象についての回答が最も
多く、次に曲想、そして、演奏から感受する内容となる。昨年の論
文「鑑賞授業におけるライブ性を考える　表現活動への繋がり―実
践からの考察―」から検知した結果と同様に、ピアノや歌の音色や
声の質について感受する児童が多いという共通点が検知される。こ
の点において着目すべきは、児童の音楽の捉え方にあり、まず音そ
のもの（音色、音の響き）の印象を強く受けるということがわかる。
また視覚的に演奏者の表情が直接的に見えることからも、児童は大
きな影響を受けることが知見できる。音楽を身近に直接的に感受す
ることにより、興味・関心の高まりも有効であった。これらは、時
間と空間を共有するという生演奏の根幹にも関わる。そこには音楽を介した、演奏者と聴衆の
コミュニケーションが存在する。そうした意味においても、何らかの心理的効果を生んでいる
ことをアンケートからも認識することができた。
　音楽教育において絶対的な美はないと考えなければならない。また、指導者もそれを十分理
解、許容した上において鑑賞授業を進めるべきである。鑑賞授業というのは、音楽に出会う「場」
「時間」「空間」である。同じ空間で同じ音楽を聴くこと、しかしそれは自分という主観を通
して心に働きかけるのである。そして様々な意見を出し合うことで、相対的な価値観を共有す
ることとなる。そうした音楽を聴取する主観的な感覚に働きかける上において、ライブ性は必
要であると考える。これらは渡邊が言うところの「教えられないもの」に属する。美しいと感
じる「美的感覚や美意識」「音楽を愛好する心情」は育てるものであり、直接教えることので
きないものである。音や音楽を美しいと感じる感覚は、児童の聴く能力や心理的な発達にもか
かわることである。それらを育む上においても、深い学びを生む鑑賞と表現活動の連続性・相
互作用は、今後さらに授業の上で考慮されなければならないと考える。
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